
　組合員並びにＯＡＴＡ連絡協議会、
関係諸機関、団体の皆様、新年明けま
しておめでとうございます。平素はＯ
ＡＴＡに対しまして格別のご支援、ご
協力を賜わり、厚くお礼申し上げます。
　昨年も非常に厳しい経済環境の中、
さらに追い討ちをかけるような新型イ
ンフルエンザの流行には我々観光業界
全体が大きな打撃を被り、その余波は
いつまで続くのか全く見通せない状況
であります。
　そうした中、ＯＡＴＡの組合員各社
はそれぞれの特性を生かし顧客を大切

に思う心、より良い旅を提案する使命
感を持ち、日々努力を重ねております。
　そうした組合員の事業活動を側面よ
り支え応援するＯＡＴＡ、そのＯＡＴ
Ａの旗の下、一致結束、団結する状況
がＯＡＴＡの最大の武器であります。
　ＯＡＴＡは長年にわたる厳しい状況
の中、組合員へのさらなる利便性の向
上に引き続き最大限の努力を致してま
いります。
　本年も、ＯＡＴＡのシンボル的事業
であります日本三大祭のひとつ「天神
祭船渡御の金幣船貸切」を実施する予

定であります。
　また、㈱全旅が推進する「地旅」の
商品開発にも取り組んでまいります。
　今般、格安ツアーが巷に氾濫してい
る現状は目に余るものがありますが、
目先に左右されず顧客のニーズに合っ
た旅の提案をする地道な努力こそが大
切なことであると思います。
　ＯＡＴＡ連絡協議会の皆様とは従来
よりの協調、協力はもちろん共に発展
すべく積極的に相互提案を行い、より
緊密な関係を構築してまいります。
　そして、何はともあれ明日に向かっ
て叡智を結集し、この難局を乗り越え
るべく努力致してまいります。
　おわりに、組合員の皆様、ＯＡＴＡ
連絡協議会の皆様には、より一層のご
支援、ご協力を賜わりますことをお願
い申し上げますとともに、今年が皆様
方にとりまして良い年でありますよう
に祈念申し上げ、新春のごあいさつと
させていただきます。
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▎乾氏の講演会開催 7

◆ 12月 14 日（月）、大阪市中央区の
エル・おおさかにて教育研修『乾龍介
氏 講演会 “あなたが変われば周

まわ り

囲も
変わる～会社の空気を変えよう～』を
開催いたしました（写真）。
◆元 ABC（朝日放送）のアナウンサー
で、現在はフリーアナウンサーとして
ご活躍の乾氏を講師に迎えて、OATA
組合員、連絡協議会会員を合わせて約
70 名が参加しました。講演中はみな
さん熱心に講師の話を聞き、メモを取
られていました。笑いもあり、とても
楽しく有意義な講演会でした。

団結する力こそが
OATA最大の武器
協同組合 大阪府旅行業協会
理事長  徳原　昌株

写真＝組合員より提供
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　新年あけましておめでとうございま
す。
　昨年の政権交代。これは、日本のこ
れからの政治・行政のあり方を大きく
変革する、その第一歩ともいうべき大
きな出来事でした。今年は、いよいよ
その動きが本格化します。私たちの
大阪・関西にとりましても、10年先、
20年先、どのような発展の道をたどっ
ているのか、まさに、その礎を築く、
そのための行動を起こす、大きな節目
の年になるのではないかと考えていま
す。
　私は、その際の最も重要なキーワー
ドが「地域主権」、「地域の自立的経営」
だと考えます。アジア各国は猛烈な勢
いで成長を続けています。そして、そ
れを牽引しているのは、上海やソウル
などの都市や地域です。その背景には、
競争力をつけるために、経済政策や人
材確保などの面で、国が規制緩和や税
優遇措置などの権限を都市や地域に存
分に与え、同時に、国際拠点空港や港
湾などに「選択と集中」で思い切った
投資を行う、まさに、首尾一貫した国
家戦略の存在があります。
　翻って日本はどうでしょうか。これ
までの国と地方の関係は、細かな仕事

まで微に入り細に入り国が口を出す。
地方の仕事の財源を保障する。借金の
返済まで面倒を見る。国が、大きな戦
略を立てないで、こうしたことに汲々
としているうちに、あっという間にア
ジアの国々に肩を並べられてしまいま
した。
　しかし、まだ間に合います。地方は
覚悟を決め、一刻も早く、国による分
配、国への依存の構図から抜け出し、
地域自身のガバナンス、マネジメント
による自立的経営に乗り出さなければ
なりません。単に国から財源をもらう
のではなく、地域にある強み、地域に
あるストックを最大限活用して「稼ぐ」
という発想です。
　例えば、国家戦略として、業種や分
野を定め、そこに限って優遇税制や入
国管理などの法制度の特例を認めてい
ただければ、大阪・関西は、その強み
である新エネルギーやバイオなどの分
野で、内外から企業や人材をひきつけ
る政策を展開できます。
　また、関西国際空港についても、伊
丹空港廃止というこれまでタブー視さ
れてきた問題を直視し、「今あるストッ
ク」として、伊丹空港跡地を国から地
域に譲り渡していただければ、それを

有効に活用し、国からのキャッシュに
頼ることなく、関空リニアの整備や新
たなまちづくりを進めることができま
す。大阪・関西が創意工夫を凝らし、
同時に責任を持って、関西国際空港の
発展戦略を描くことができると確信し
ています。
　大阪・関西が、東京・首都圏ととも
に、わが国の発展を牽引するツインエ
ンジンとしての役割を果たす。「地域
の自立的経営」のために何をしなけれ
ばならないかをしっかりと考え、行動
してまいります。
　大阪府政は、大変厳しい財政状況が
続きます。現在、平成 22年度当初予
算の編成作業中ですが、こうした中に
あっても、限られた財源を有効に活用
して思い切った「選択と集中」を行
い、私自身の思いを込めた事業を何と
か「知事重点事業」として打ち出した
いと考えています。「教育日本一」「子
育て支援日本一」をめざす取り組みと
して、府立高校の無償化や私立高校に
通う生徒へのセーフティネット対策、
さらには、障がいのある児童・生徒の
ための支援学校の整備や学童保育の充
実などに特に力を注ぎたいと考えてい
ます。同時に、「大阪マラソン」や「水
都大阪（ライトアップと水辺のにぎわ
い創出）」など、府民の皆様が参画し、
大阪の魅力を実感し元気になっていた
だく取り組みも進めたいと考えていま
す。
　一方、昨年 12月 1日、財政再建の
ための新しいプロジェクトチームを立

ち上げました。知事就任直後に取り組
んだ財政再建プログラムは、来年度で
その期限が終わります。減債基金から
の借り入れや借換え債の増発といった
将来に負担を先送りする財政手法とは
決別し、収入の範囲内で予算を組む、
将来的にも財政健全化団体にならな
い、このことを目標に策定しました。
いわば「出血を止める」ことがねらい
でした。
　今回のテーマは、「カットから構造
改革へ」です。恒常的に財源不足が続
くのはなぜか。大阪府だけ突出したお
カネの使い方をしているのか。それと
も、国の制度自体に問題があるのか。
公務員制度自体に問題はないのか。今
年度一杯はこうした観点から、歳入や
歳出の構造を徹底分析し、来年度、そ
の改善点や国制度への問題提起などを
まとめます。
　私の今任期の総仕上げとして、今の
行政システムの構造的問題をあぶり出
し改善する、このことに真正面から取
り組みたいと考えています。そして、
国に主張すべきは主張する。その前提
として自らの襟はきちんと正したいと
考えています。
　府民の皆様から私に与えられた使命
は「変革と挑戦」です。このことを肝
に銘じ、今年も元気一杯、がんばって
まいります。皆様の一層のご理解とご
協力をお願いしますとともに、本年が
皆様にとって実り多いすばらしい年と
なりますよう心からお祈りします。

　新年明けましておめでとうございま
す。ＯＡＴＡの会員、社員、ご家族の
皆さん、お元気で新春をお迎えのこと

と存じます。昨年中は、格別の御協力
を賜り厚く御礼申し上げます。本年も
引き続き、我が国の観光振興に懸命に

努力してまいりたいと思います。
　昨年は、燃油サーチャージの大幅値
下げや円高傾向などを追い風に、旅行
業の回復兆候が見えはじめ、ゴールデ
ンウィークを目前に「さあこれからだ」
という矢先、新型インフルエンザ発生
の影響等により会員の多くの皆さんが
苦境に立たされました。
　この状況の中、当協会は政府による
新型インフルエンザの基本的対処方針

の周知に努めるとともに、観光関係
17 団体とともに修学旅行の中止や実
施延期に対して緊急アピールを行いま
した。
　併せて、観光庁に対して、ＡＮＴＡ
とＪＡＴＡとの連名で、新型インフル
エンザの発生で過剰反応により旅行を
控えることのないよう緊急措置をお願
いし、国土交通大臣による国内外への
「観光安全宣言」を発することになり

年頭のごあいさつ

「変革と挑戦」を使命に
大阪府知事

橋下　徹氏

観光立国の実現に向けて
社団法人 全国旅行業協会
会　長  二階　俊博氏
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　ＯＡＴＡ組合員の皆様並びにＯＡＴ
Ａ連絡協議会会員の皆様、新年明けま
しておめでとうございます。
　旧年中は社団法人全国旅行業協会大
阪府支部への多大なるご支援、ご協力
を賜り役員一同心より深謝いたします
とともに引き続き本年もよろしくお願
い申し上げます。
　さて、新年を迎えあらためて 1年

を振り返りますと、米国の金融危機に
端を発した経済環境の悪化、不透明感
から、旅行業界及び観光関連業界は超
低空飛行を余儀なくされているにもか
かわらず、追い討ちをかけるように新
型インフルエンザの流行、自然災害の
発生と、かつて我々が経験をしたこと
がない大規模なキャンセルの嵐、また、
政界では戦後初めての劇的な政権交代

　新年明けましておめでとうございま
す。平成 22年の新春を迎えるにあた
り、中小企業関係者の皆様に謹んで新
年のごあいさつを申し上げます。
　昨年を振り返りますと、我が国経済
は、100 年に一度と言われる世界同
時不況の中で、緩やかなデフレ状態に
あると懸念されるなど、かつて経験し
たことのない戦後最大の危機に直面し
ております。

と丑年には似つかない目まぐるしい動
きの激しい 1年であったかと思いま
す。
　また昨今は若い世代の旅行離れが顕
著で観光業界は今や生き残りを掛けた
地域紛争の様を呈しています。また、
旅行業者同士の格差も広がっている中
でＯＡＴＡの要である、会員同士の互
恵関係が全国旅行業協会大阪府支部運
営にとっては必要不可欠な原動力とな
り支えていただいていることは言うま
でもありません。本年はいよいよ真近
に迫った公益法人制度改革におきまし
て、政権交代がいっそう拍車を掛け具
体的な報告も近々できるのではないか
と思っています。

　とりわけ、地域経済社会に大きな役
割を担っております中小企業にとりま
しては、原材料価格の高止まりによる
コストアップが続き、需要の低迷によ
り価格改定もできず、競争が激化し、
大変厳しい状況に置かれているまま新
年を迎えることとなりました。
　このような状況下において、組合等
では常に経営環境の変化に対応して既
存事業や運営体制等を見直し、組合員

企業の経営革新、効率化等を進める事
業活動を展開し、競争力を強化してい
くことが重要であります。
　特に、大阪経済の活性化のためには、
創業や中小企業が連携した新事業活動
に加え、府内の中小企業、組合等によ
る地域資源を活用した、新商品・新サー
ビスの開発・販売の促進に向けた取り
組みが必要であります。
　本会といたしましては、大阪経済を
支える府内中小企業が事業を継続し、
雇用の維持に努めていくために、組合
や中小企業連携組織の支援をより一層
充実させ、従来の中小企業組合だけで
なく、中小企業連携組織の専門支援機
関として、任意グループ、LLP、LLC
等いわゆる多角的連携組織の組織化支

援も行って参ります。また、組合等の
連携組織の機能を最大限に活用し、も
のづくり製品開発等支援事業、地域資
源活用事業、農商工連携等への中小企
業が有する独創的な経営資源の相互補
完やネットワーク形成のためのコー
ディネート機能の拡充強化にも積極的
に取り組んで参る所存でございます。
　会員各位におかれましては、極めて
厳しい情勢下にありますが、決意を新
たに我が国経済社会の発展と中小企業
の振興のために、ご精進いただくこと
をご期待申し上げます。
　結びにあたりまして、新年が皆様方
にとりまして大きな飛躍の年となりま
すよう心からお祈り申し上げまして、
年頭のごあいさつといたします。

　旅行業者の倒産も相次いでいます
が、ＯＡＴＡ組合員の皆様の結束力を
持って、しぶとく、観光の原点である
「国の光を観る」を目標に切磋琢磨で
きる年にしたいと思っています。
　新政権では、幸いなことに観光行政
に昨年の数倍の予算を付け積極的に推
進しようとしており、非常に力強く感
じます。
　元気になるワクチンを積極的に投与
し、会員全員が免疫を持ち生ければと
思っておりますので、がんばりましょ
う。
　最後に、皆様のご健勝とご多幸を心
からお祈り申し上げ、新春のごあいさ
つとさせていただきます。

　あけましておめでとうございます。
　まずもって 2010 年が協同組合大阪
府旅行業協会組合員の皆様にとってさ
らなる発展を期しての輝かしい年であ
りますように心から祈念してごあいさ

つをさせていただきます。
　昨年は大変な 1年でした。新型イ
ンフルエンザに始まり、政権交代、「デ
フレ」の進行・円高が経済を直撃いた
しました。政府のデフレ宣言は少子化

問題・国内総生産（GDP）の 2 倍近
くに膨れ上がった国の債務、民主党政
権の不透明な経済政策など、経済成長
への展望がまったく描けない状態でし
た。12 月初旬やっと日銀が追加金融
緩和に踏み切ったことで円高・ドル安
にもブレーキがかかったようです。今
年は日本の観光が採り得る方策がある
とすれば中国を中心とした東アジア市
場の訪日増加に、より一層の力を注入
する必要があるようです。
　景気・不景気は「気の問題。それぞ

れの心のもちようである」と言われて
いますが、一歩一歩お客様に喜ばれる
商品をいかに提供できるかが勝負を分
けると思います。いつまでも今日のよ
うな状態が続くとは思いませんが、こ
の不況を真摯に受け止めて従来とは
違った対応をすべきだと思います。
　ＯＡＴＡの皆様にとって、“組織の
力” はその打開に大きな役割を果たさ
れると確信しております。ＯＡＴＡ連
絡協議会 2450 会員は、その「力」に
期待しております。

ました。
　私自身も経済産業大臣として、直ち
に「金融支援対策特別相談窓口」「新
型インフルエンザ対策に関する相談窓
口」を設置し、予約の大量キャンセル
などを受けている旅行業をはじめとす
る観光事業者に対して、セーフティ
ネット貸付の適用、既往債務の返済条
件緩和、元本返済猶予の推進、緊急保
証関係では、資金ニーズへの弾力的対
応、据置期間の延長、売上減少要件の
緩和等の支援措置を講じてまいりまし
た。
 これらの措置による成果もあり、昨
夏以降は新型インフルエンザの再流行
に対する冷静な対応や燃油サーチャー
ジの値下げ・一時廃止なども手伝い、

訪日外客数の下げ幅は縮小し、特に訪
日個人観光査証の発給や景気刺激策の
効果のあった中国からの訪日外客数だ
けは増加し、海外旅行においても日本
人の出国数は、連続休暇取得「秋休み」
が定着しつつある中、９月のシルバー
ウィークにおいては増加に転じており
ます。国内旅行も７月より回復の兆し
があり、延期されていた旅行が回帰す
る形となっております。
　また、私ども観光業界の悲願であり
ました「観光庁」が発足してから１年
が経過し、観光立国の実現のために、
国全体として、官民を挙げて観光立国
の実現に取り組む体制がさらに高まり
を見せており、当協会も観光立国の実
現に向けて業界の牽引役を担ってまい

ります。
　さて、目下、当協会を運営して行く
うえで、避けることができない課題と
して、公益法人制度改革への対応に直
面しております。平成 20 年 12 月に
公益法人制度改革に関する３つの法律
が施行され、現在、当協会は特例民法
法人に位置付けされており、平成 25
年 11 月までに新しい法人形態に移行
しなければなりません。このため、新
しく特別委員会を設置しており、公益
社団法人に移行する方向で、組織体制
をはじめいろいろな課題について鋭意
検討を進めております。
　本年も４月に青森県で第７回国内観
光活性化フォーラムを開催いたしま
す。「地旅は地域の活性化！ 今青森が

燃えている！ 引き出せ 地旅の魅力」
をテーマに、各地域の会員旅行業者が
地元の行政や観光関係者等と連携し、
地元ならではの観光素材を発掘し、新
たな旅行商品を企画・造成し、全国の
会員が共同で送客する地旅・着地型旅
行のさらなる推進を図ってまいりま
す。フォーラムは、会員の皆さんが相
互交流する最大の機会でありますの
で、積極的なご参加をお待ちしており
ます。
　年の始めにあたり、所感の一端を申
し述べました。ＯＡＴＡの組合員、社
員、ご家族の皆さんのご健勝とご多幸
を心から祈念いたしまして、念頭のご
あいさつといたします。

年頭のごあいさつ

“組織の力”で不況を打開
OATA連絡協議会
会　長  川村　智一氏

大阪経済の活性化のために
大阪府中小企業団体中央会
会　長  岡本　楢雄氏

「国の光を観る」を目標に
社団法人 全国旅行業協会 大阪府支部
支部長  松本　晃氏
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　正月を２週間後に控えた 12 月の
16（水）、17 日（木）、第１支部の恒
例持ち出し支部会を実施、組合員 15
名が参加しました。
　折りからの寒波襲来で天候が危ぶ

愛知・西浦地区など研修
まれたもの、幸いお天気には恵まれ一
路昼食場所である浜名湖を目指して出
発。途中、新名神高速で上り・下りの
共用休憩所のある土山サービスエリア
で休憩。その後、三ヶ日インターを経
てほどなく昼食場所の勝美へ。浜名湖
直送の本場のウナギを浜名湖と猪鼻湖
の両方を見渡せる絶景ポイントにて、
大阪ではなかなか食せない白焼きにう
な重とで一同大満足。
　大きくなったお腹をさすりつつ研修
地である海栄グループ（愛知、三重、
富山の３県で利用する側のそれぞれの
ニーズに合せて異なる館を提供してい
る 11施設からなる旅館グループ）の
一つ、天の丸へ到着。到着後は２班に

　平成 21 年９月 26 日（水）と 27
日（木）参加者 15名で、美ヶ原温泉
のホテル翔峰に泊まり、そして上高地

　平成 21年８月 30日（日）７時 50
分大阪城公園駅に集合し「アクロス観
光バス」にて出発いたしました。参加

　2009 年の第 5支部の海外研修はフ
ランスのパリで行いました。
　11 月 20 日（金）関西空港に７時
30 分に集合、一路ソウル経由、パリ

分かれて館内視察。こちらの館では研
修会場としての施設や、階段講義室も
あるホテルタイプの館。その後はまっ
たく趣の違う貴賓客をターゲットとし
た小高い丘の上に設けられた離れの
宿、風の谷の庵を視察。遠くは名古屋
市内を見渡せる風光明媚な景観に思わ
ず溜め息。研修後は日もまだ明るい内
に本日泊まりの宿となる西浦温泉葵へ
到着。先に恒例支部会を始め、宴会ま
では各客室を見学。簡単に入浴を終え
た後は各テーブルを囲み、活けアワビ
やサザエの入った豪華海鮮磯部焼宴会
でビンゴゲームを交え至福のひと時を
過ごさせていただき大満足しました。
　翌日、ホテル玄関口で集合写真を

撮った後、形原漁港にある味のヤマス
イで活け真鯛すくい取り体験を楽し
み、名物めひかり唐揚げの試食をした
のち、岡崎市にあるまるや八丁味噌へ
向かいました。現地では色が濃い割に
は塩分が少なくタンパク質が豊富なま
るや八丁味噌の案内をガイドさんにし
ていただき、味噌すくい取りもサービ
スしていただきました。
　旅の最後に相応しい昼食処として選
んだのは、忍者の里で有名な伊賀上野
の金谷！　最高級すき焼き肉を使用し
本物の牛肉を賞味してきました。
　最後になりますが、今回の旅行でお
世話になった各施設の方々のご協力に
対して御礼を申し上げます。　（井戸）

を巡る旅です。
　初日はアクロス観光バスで大阪城公
園を出発し、中津川市内にあり恵那山・
笠置山が一望できる「懐石料理　照寿
庵」にて品の良いお座敷で真心をこめ
た懐石弁当をご賞味させていただきま
した。
　一路、松本城へ。北アルプスを背景
に端正な構成美を魅せる天守。黒塗り
のモノトーンな色調がさすが国宝四城
と言わせます。彦根城も味わいがあり
ますが、松本城もなかなかのものです。
松本城を後にし、信州味噌の「蔵元　
石井味噌」へ向かいます。石井味噌は

信州で唯一の純天然醸造の蔵元として
有名です。杉桶と天然味噌の香りに
「オーッ !!」という感じです。
　石井味噌を見学し、本日の宿泊先の
ホテル翔峰へ到着です。数班に分かれ
館内を案内していただきました。ホテ
ル翔峰は私がこのお仕事を始めて間も
ないころ、添乗員として伺い、初めて
松本市内の夜景とキレイなお部屋に感
動したホテルです。今宵も素敵な一夜
をありがとうございました…。
　さて２日目はこの旅のメインである
日本アルプス上高地です。大正池から
河童橋付近のバスターミナルまで約 1

時間 10 分のウオーキングコースを歩
きます。途中、上高地内の「清水屋ホ
テル」でランチをいただきました。メ
ニューは料理長特選スペシャルランチ
セットです。信州産紫米を使った体に
優しいお料理でした。
　行程は全て終了し大阪への帰路途
中、「飛騨高山ドライブステーション
板蔵」へ立ち寄り、アツアツの板蔵ラー
メンを試食しました。やはり美味しい
です。ガイドさんも明るく楽しい方で、
ドライバーさんにも安全運転していた
だき、参加者全員無事、大阪へ戻って
まいりました。　　　　　　　（白石）

へ。ソウルからは約 12 時間でパリ、
シャルルドゴール空港へ。ソウルから
は半数がフランス人で、半数は日本人
の４グループで地方空港からソウル経
由でパリに行くグループが多いように
思われました。航路はモスクワ、ヘル
シンキ上空を通過しパリに到着。ホテ
ルはカンパニールホテルで、地下鉄
PORTE DE CLICHY 駅の東側にあり非
常に便利でした。熱いお湯のシャワー
が出て、とても清潔なホテルでした。
朝食がとてもおいしかったです。
　21 日（土）は終日、モンサンミッ
シェル観光です。CITYRAMA を利用
し、片道４時間でした。７時半出発し、

着後、仏料理の昼食、午後１時から２
時間ガイドの案内で修道院内の見学、
そして１時間の自由行動をしました。
とても価値のある日帰り観光でした。
　22 日（日）はベルサイユ宮殿へ。
約２時間宮殿内と外の公園を見学し、
その後、モンマルトルのサクレクール
寺院を見学。ルーブル美術館へ到着
し、６時半クローズになるまで、ミロ
のビーナス、モナリザの微笑等、有名
な作品を見学しました。
　23 日（月）はサンラザール駅、オ
ペラ座、ド・ルーブルホテルを見学し、
オランジェリー美術館へ。モネ、ユト
リロ、ピカソ等の有名な絵画を見学。

その後、凱旋門へ行き螺旋階段を登り、
上からパリ市内を眺望しました。そし
て、シャンゼリーゼ散策、フォション
で買物を楽しみました。午後８時 25
分発のアシアナ航空でソウル経由、関
西空港に翌 24 日の午後８時 50 分に
全員無事帰ることができました。
　今回の研修旅行に際しまして、タ
ビックスジャパン様、ガリバーズ・ト
ラベル・エージェンシー様のお世話に
なりました。また、西岡支部長、加藤
海外旅行委員をはじめ第５支部の皆様
にお世話になり本当にありがとうござ
いました。

人員 15名にて親睦会会長・石井氏の
あいさつから始まり名神に入るとお
酒、おつまみを配り、支部会もなく、
気軽な旅行気分でした。
　たまにはこんなこともいいなと言い
ながら、カラオケなど楽しみつつ途中
多賀ＳＡで休憩後、美濃ＩＣで降り、
「美濃和紙の里会館」を見学しました。
昼食は皆様の希望の多かった秘湯の宿
神明温泉「すぎ嶋」で取りました。こ
こで 1泊したかったという意見が多
かったのですが、予算の関係で昼食と
館内視察のみとなってしまいました。
　本日の宿泊先、南木曽温泉「ホテル

木曽路」に到着後、館内を案内してい
ただきゆっくり大露天風呂で木曽の
山々を見ながら日頃体験したことのな
い時間を過ごしました。18 時より宴
会場にて宴会、その後カラオケルーム
で楽しみました。
　翌日は開田高原にて御岳山を眺め記
念写真をとり、一度は泊ってみたい宿 
「風里」を館内視察いたしました。そ
の後、「御岳ロープウェイ」を往復し
展望を楽しんだのち、木曽福島「三河
屋」にて少し遅めの昼食、散策、「寝
覚の床」視察及び休憩後、一路大阪へ。
　今回初参加のユニチカトラベル吉田

社長の感想文などいただきたかったの
ですが、12 月末で社内の組織変えと
いうことで、残念ながら掲載されなく
なりました。
　また、宴会、昼食場所で畳の上にて
テーブルで食事をするスタイルが「風
里」「三河屋」で見受けられ、足腰の
弱い中高年に対する配慮がバリアフ
リーの施設と共に増えているように感
じました。最後に今回の旅行で各施設
の方々には研修ということで特別な配
慮をいただいた事を誌面をもって感謝
いたします。

（寺岡）

各種研修旅行・持ち出し支部会の報告

 第1支部 持ち出し支部会

信州・松本などを巡る
 第2支部 持ち出し支部会＆研修・親睦会

南木曽方面を研修
 第3支部 親睦&研修旅行

フランスのパリを研修
 第5支部 海外研修旅行



   組合員動向                               平成21年12月10日現在
■新規組合員
コード 組合員 代表者／所在地／TEL・FAX／登録番号 支部

418 ㈱新日本旅行

代表取締役　中橋 啓之助

5
〒596ｰ0044　岸和田市西之内町65ｰ26
TEL.072ｰ439ｰ6234 FAX.072ｰ439ｰ6392
観光庁長官登録旅行業　第423号

419 ㈱ジェイ・エイチ・アールツアーズ

代表取締役　加藤　紀美子

3
〒530ｰ0054　大阪市北区南森町2ｰ1ｰ20
　　　　　　　  フォーラム南森町5Ｆ
TEL.06ｰ6316ｰ6521 FAX.06ｰ6316ｰ6683
大阪府知事登録旅行業　第3ｰ2526号

■組合員異動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
コード 組合員名 項　　　　目 支部

342 ㈱関西ツーリスト

所在地変更

3〒543ｰ0055 大阪市天王寺区悲田院町10ｰ48
（ステーションplazaてんのうじ地下1Ｆ）
TEL・FAX変更ありません。

413 ㈱Ａ - Ｚトラベルサービス
FAX番号変更

2
FAX.06ｰ7173ｰ2777

■組合員脱退
コード 組合員名 代　表　者　名 支部
193 ㈱グリーンサービス 嶋津研二 3
388 大阪大栄観光㈱ 笹井一生 4
393 ㈱サン太陽トラベル 菅野義彦 3
401 ㈱ジェイ・エイチ・アール 薮　英昭 3
410 新日本旅行サービス㈱ 安田由紀 5

ＯＡＴＡクーポン新規協定契約先      平成２１年１２月１０日現在

■船車券
近 畿 定 期 船 06078901 海上アクセス㈱
中 国 バ ス 07067001 隠岐海士交通㈱
中 国 ハ イ ヤ ー 07067002 隠岐海士交通㈱
中 国 観 光 船 07066102 つる丸汽船観光㈲
四 国 ロープウェイ 08677101 松山城ロープウェイ

■宿泊券
京 都 府 東 山 地 区 06452901 ホテル東山閣
兵 庫 県 篠 山 06879902 ユニトピアささやま
島 根 県 隠 岐 島 前 07066101 隠岐シーサイドホテル鶴丸

■観光券
岡 山 県 倉 敷 07719401 ㈱和久
岡 山 県 倉 敷 07719402 ㈱和久（庄屋）
香 川 県 高 松 78100201 郷屋敷
愛 媛 県 松 山 08677102 松山城
高 知 県 高 知 08678901 土佐海

■提携業社

㈱日本交通旅行社、㈱ケイ・アイ・エスインターナショナル
クリエイティブ・ジャパン㈱本町営業所
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　今年のレクリエーションは 6月の
支部長会にて、ユニバーサル・スタジ
オ・ジャパン（ＵＳＪ）のスターパー
ティ形式の夕食会と「マジカル・ス
ター・ライトパレード」の見学に決め
８月21日（金）に実施しました。スター
パーティ形式の夕食は 80名以上の集
客が条件でしたが、各支部長に頑張っ
ていただき 83名の参加を得ました。
　当日 16時ＵＳＪ通用口集合、支部
ごとに受付し、園内のパーティプラン
（セレブリティパーティ・ストリート
パーティ・パークバイアウト）を順次
説明後、16時 50分パーティ会場「ス
テージ 33」に集まりました。
　支部長会会長のあいさつ、小林専務
理事の乾杯に続き、ＵＳＪ専属のＤＪ
による司会でダンスなどで盛り上が
り、子どもたちも十分楽しんだことと
思います。約２時間フリードリンクで
夕食後、今年から始まった夜の目玉「マ
ジカル・スター・ライトパレード」の
見物です。雨がパラパラ降って来て中
止かどうか気をもみましたが、予定よ
り 30分位遅れてパレードは始まりま
した。
　今回たくさんの人に楽しんでいただ
くため、家族連れ向けの朝から入園で

きるパターンも用意、全部で３パター
ンを実施しました。「夏の終わりの納
涼と光溢れる夏の夢」をキャッチフ
レーズに参加していただきましたが、
満足していただけましたでしょうか。
　後日、参加者には 80名以上の団体
に提案できる内容かどうかの意見や要
望等をアンケートにて提出していただ
きました。
　当初、各支部長は心配していました
が無事終了させていただきありがとう
ございました。　　　　　　　（寺岡）

　12 月 14 日（月）、エル・おおさか
会議室におきまして、教育研修を実施
させていただきました。
　今回の研修は、元ＡＢＣアナウン
サーの乾龍介様を講師にお迎えしての
講演となりました。乾アナウンサー
は、ＡＢＣラジオ “ヤングリクエス
ト”、ＡＢＣテレビ “おはよう朝日です”
の初代キャスター。ＡＢＣラジオ “東
西南北 龍介が行く” などを担当され、
退職後の現在はフリーアナウンサーと
してご活躍されています。今回の講
演は、総務部の瀧本委員が乾アナウン
サーと高校時代の同級生というつなが
りから、忙しい中無理を申し上げての
講演の運びとなりました。
　約 70名の参加をいただいた中、さ
すがに流暢な聞き手を引きつける話術
であっという間の２時間。普段聞けな
い放送業界の裏話も飛び出し、たいへ
ん楽しい講演会でした。
　師走の慌ただしい中、参加いただき
ました組合員の皆様、また連絡協議会
からも多数の参加をいただきましたこ
と心よりお礼申し上げます。　（福島）

教育研修を実施
元ABCアナウンサーの
乾 龍介氏を講師に招く

支部長会主催
レクリエーション開催
USJで『マジカル・スター・ライト
パレード』を見学

USJでの夕食会
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　協同組合大阪府旅行業協会とＯＡＴ
Ａ連絡協議会の総務・広報・研修合同
役員会が 11月５日、協同組合会議室
にて開催されました。
　服部ＯＡＴＡ連絡協議会総務部長の
司会・進行で、はじめに大阪府旅行業

砂のみで再現された豪華絢爛な建造物などを見学

協会・徳原理事長のあいさつがありま
した。
　その後、大阪府旅行業協会の内田総
務部長に進行をバトンタッチし、まず
双方の役員紹介を行い、意見交換会を
開始しました。
　連絡協議会から日帰り合同研修会の
報告など、また組合からは年始名刺広
告申し込み状況の説明がありました。
その他活発な提案、討議を行いました。

■ 告　知　欄 ■
愛 媛 県 四国 開 発フェリー㈱ オレンジフェリードック休航のお知らせ

平成22年2月22日～3月3日まで大阪南港発22：30・東予発14：00各1便が休航します。　 平成21年12月

玉 造 佳 翆 苑 皆 美 大阪営業所　12月21日(月)より新住所で営業します。
大阪市北区兎我野町15－13、ミユキビル605号　電話ＦＡＸは変わりません。 平成21年12月21日

大 阪 中 日 臨 海 バ ス ㈱ 大型中２階トイレ付サロンバス２台導入しました。 平成21年12月

和 歌 山 アドベンチャーワールド 10月13日にホッキョクグマとエンペラーペンギンの赤ちゃん誕生！！ 平成21年10月

島 根 隠 岐 プ ラ ザ ホ テ ル 隠岐汽船と合同企画、【おき船旅パック】を行います。ござんせ！隠岐諸島へ。 平成22年1月

三 重 合歓の郷ホテル＆リゾート 12月1日からウインターフェスタ！ハートフルイルミネーション4月11日まで開催。
日帰り案内12月1日～2月28日まで9：30～オープン。 平成21年21月1日

鳥 取 羽 合 温 泉　 羽 衣 平成21年11月9日リニューアルオープンしました。今はカニが最高！ 平成21年11月

大 阪 犬鳴グランドホテル紀泉閣 紀泉閣自慢の貴賓室、和/洋に専用岩風呂付、24時間入れる天然温泉です。 平成21年12月

三 重 ナ ガ シ マ リ ゾ ート ４８０万球の光が奏でる”なばなの里ウインターイルミネーション『冬華の競演』”３月１４日まで開催中。 平成21年１２月

山 梨 河口湖温泉 秀峰閣 湖月 特別室：足湯付のお部屋、バリアフリーの特別室、新装いたしました。 平成21年12月

三 重 海 栄ＲＹＯＫＡＮＳ 『千の杜』敷地内に斎王の宮をオープン(王朝浪漫の夢見宿） 平成21年11月7日

大 阪 帝 産 観 光 バ ス 代表取締役社長に亀岡寛冶が就任しました。 平成21年12月

※お断り：提供いただいた原稿を広報部で一部編集している場合がございます。

平成21年12月現在

　平成 21 年 10 月 27 日、ＯＡＴＡ
組合員と合同で鳥取・三朝方面への研
修旅行を総勢 53名の参加をいただき
実施しました。当日梅田・難波の２カ
所からバス２台で一路、三朝温泉に向
け出発しました。
　出発から順調にほぼ予定通り三朝温
泉・三朝館に到着しました。今回、蟹
シーズンを迎えたいへん忙しい時期に
無理をお願いし、昼食をとらせていた
だきました。大阪営業所所長の藤林様
はじめ現地支配人・従業員の方々にた
いへんお世話になりました。参加者か
ら料理が良かったと、バスの中でも声
が聞こえていました。
　その後、鳥取砂丘の砂の美術館へ。
会場は「貴族文化と音楽の都を訪ねて」
をテーマに、砂の世界旅行・オースト
リア編として 16 世紀から 18 世紀の
オーストリアに華開いた貴族文化と豪
華絢爛な建造物を砂のみで再現した作

品を見学しました。
　また途中、賀露港・浜下商店（松葉
かにセンター）に立ち寄りをしました
が、まだ漁解禁の前で、あふれんばか
りの蟹にはお目にかかれませんでし
た。これからたいへん忙しい日々を迎
えるであろう店を後にし、参加者全員
満足で帰路に着きました。

総務・広報部の
合同役員会を開催

総勢53名が参加し日帰り研修旅行

砂の美術館で記念撮影

連絡協議会コーナー



コスモス観光社

東大阪観光商事㈱

㈱東大阪旅行会

㈱西日本トラベルサービス

大阪国際ツーリスト㈱

㈱照南トラベルサービス

㈱中央国際旅行

㈲ツーリストアルファ大阪

丸山観光サービス

㈲平和観光サービス

㈱日本国際旅行開発

大東トラベル

アクロス観光バス㈱

大力観光㈱

日昇観光

㈱サンフレンズトラベル

㈱商都観光交通社

北港観光バス㈱（ツアーズ北港）

ｅ - 旅行社

ZIPANG㈱

㈱A-Zトラベルサービス

㈱三洋旅行社

㈱伏見ツーリスト

㈱ジェット観光

㈱アベノ観光

エクセルワールドツアー㈱

㈱かつらぎ観光社

大阪大栄旅行

㈱日旅ツアーズ

平和旅行社

㈱新空港サービスエージェンシー
ユニオンツアーズ 

新関西トラベルサービス

㈱さくらトラベル

㈱ナイスツーリスト

㈱アジア航空サービス

㈲泉州観光

トラベルタウン大阪

関西トラベルエージェンシー

トラベルベストパートナー

大阪観光社

りんくうトラベル

㈱トラベルウェーヴ関西

㈱はんなんトラベル

トーヨートラベル㈱

㈱SETOUワールドツーリスト

パインツーリスト

サン日旅

㈱新日本旅行

北港ツーリスト

日本トラベルサービス㈱

商都観光佐々木交通社

㈱高槻旅行サービス

㈱平和観光

㈱扶桑ツーリスト

㈲トラベル北大阪

朝日旅行サービス

おかじまトラベル㈱

ホビートラベル㈱

㈱都トラベルサービス

㈱新日本ツーリスト

㈱名阪旅行社

㈱西日本旅行

㈱コスモトラベルサービス

三協マネジメント㈱
南海コスモツアーシステム

日本ツーリスト

CIC TOURS ㈱

㈲スイートトラベル

㈲日本キャリートラベル

㈱ドリーム・ステージ

㈱アカデミートラベル

㈲いすゞ旅行会

喜楽観光案内所

フジツーリスト

大和ツーリスト

㈱浪速観光社

日本旅行企画㈱

大阪暁観光

協和トラベル

三井トラベルサービス

㈱大阪那須観光

㈱ジャパンライフトラベル

㈱大喜ツーリストサービス

コスモ観光サービス㈱

㈱歓喜旅行サービス

㈱サンアイトラベル

㈱庄司商店 粉浜リカーツーリスト

メモリー・ツーリスト

㈱ジェットホリディ

㈱ワイワイトラベル

㈱太陽旅行

㈱トラベルファミリー

ワールドツアーシステム㈱

田中観光センター

㈱大阪国際旅行

南大阪観光社

北信太ツーリスト

㈱旅えのぐ

㈱トラベルジャパン

㈱阪神観光開発

ニュートラベルサービス㈱

㈱カンゲキトラベル

㈱ニューワールドツーリスト

㈱センターツーリスト

㈱旅の企画室

㈱日本リゾートセンター

日本レジャー観光㈱

国際トラベルオーサカ

㈱日本案内通信 ニチアントラベル

㈲メルヘン

㈲トラベルアイ

㈱関西ツーリスト

ワールド・ツアー・サービス

㈱大阪ガイドセンター

㈱88観光

㈲アヴァンセルコーポレーション
アヴァンセルツーリスト

ユニチカビジネスサービス㈱
ユニチカトラベル

JU観光合

㈱ジェイ・エイチ・アール ツアーズ

大阪観光協会

摂陽観光

㈱中央交通トラベルクラブ

㈱阪南交通社
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中 藤 安 久

川 﨑  　 糺

前 田 栄 次

加 藤  　 學

田 口 美 千 代

南  　 睦 雄

松 尾 眞 知 子

堤  　 次 郎

渋 田  　 尚

二 輪 泰 寛

定 久 元 治

坂 口 郁 夫

金 子 延 久

牧 岡 直 樹

岡 野 和 俊

西 岡 忠 弘

角 家  　 篤

片 山  茂 男

堀 内 宏 昭

瀨 藤 た み 子

松 下  安 利

奥 田  武 生

中 橋 啓 之 助

藤  本  　 謙

山 口 弘 祐

北 嶋 冨 士 雄

山 根 全 勝

楠 井 保 次

西 谷 日 天

三 井 正 次

西 田 和 　   滋

藤 方 義 勝

粟 野 典 秀

小 西  　 昭

吉 村  　 実

岩 津 博 之

庄 司 廣 美

永 本  国 子

駒 井 和 久

吉 岡 紘 一

福 田 経 三

高 橋 哲 也

中 川  惠 市

田 中 洋 子

徳 原 昌 株

山 﨑 富 也

小 笠 原 義 久

源     次 郎

福 島 嘉 雄

岡 本 豊 一 郎

大 森 正 子

東 田  　 正

原 郷 文 美

内 田 正 人

三 好 三 郎

日 笠 康 夫

岡 嶌 三 和 子

山 本 昇 蔵

衣 川 賢 一

香 川 悦 二

鎌 田 淳 司

中 西 一 博

山 本 晃 三

清 水 康 市

箸 尾 茂 男

新 田  　 尚

瓢  　 哲 生

山 本 由 美 子

津 田  飛 鳥

竹 村  佳 子

宮  崎  征  勝

日 比 か ず 子

藤 田  　 武

井 阪 康 男

眞 島 右 文

池 脇 一 夫

小 林 富 久

松 本 武 夫

松 本     晃

江 端 妙 子

磯 部     容

馬 部 和 夫

杉 谷 知 界

湯 村 美 恵

礒 谷 克 司

寺 岡 位 忠

鈴 木 隆 利

大 平 喜 美 子

吉 村 和 子

石 黒  公 子

吉 田 俊 朗

三 原 和 幸

加 藤 紀 美 子

畠  山  正  治

藤  原  雅  彦

大 野 準 一

畑  口  賢  哉

瀧  本  伸 幸

石 賀 セ ツ 子

山  下  　 進

永 野 末 光

榊 原 規 夫

池 田 一 雄

森 本 宏 一

山 形  　 正

丸 山 壽 雄

田 中 英 夫

植     健 次

西 村     清

舩 岡  正 夫

田 原  　  明

西 田 三 郎

比 留 田 高 久

三 野  正 男

坂 本 克 己

暮 部  修 司

北 田  良 子

辻  智

石  井  信  一

薦  田  　 光

多  田  文  昭

村 田 加 代 子
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